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＜連絡事項＞
・
＜入室状況＞
【転出】
・大坂　縁様～西病棟Aユニット50号室へ転出。
【転入】
・小田　沙也加様～　西病棟Bユニット30号室から東病棟Aユニット16号室へ転入。
【入院】
・船場　貴世子様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院。
【ユニット移動】
・藪　真弓様～東病棟Aユニット16号室からBユニット1号室へ移動

＜患者様連絡事項＞
・北川　ミドリ様～昨日家族様が希望した日時は小栁Drクリニックの為別日の選定をしたく
連絡するも繋がらず。折り返しありましたら、上記説明を水曜日午後以外の希望日の確認をお願いします。

・下村　久美子様～退院指示入力、退院処方16日分処方依頼済。

・貝守　貴志様～家族様来院、入院時書類サイン・お渡し、返却物の返却済。プロテイン・サプリメントは間食扱いとし使用可の指示受ける。本人への説明済。
・三浦　みよ子様～本人より下肢痛の訴えあり、IFオーダーに疼痛時追加となる。

・川村　貴美代様～本人から下肢痛の訴えがあり、疼痛時IFオーダー追加と湿布処方になる。

・宮下　和好様～5/1診察し状態よければ南転出可の指示を出すとのこと。

・安達　よね様～南病棟転出可。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入、奇声上げる様子あり落ち着かず。早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。主治医田名部Dr来棟し明日4/30日より午前10時から11時、午後14時から15時までの一時間開放観察の指示あり。対面時は多幸的で滅裂言動繰り返す。また時折壁叩きあるも対応後は静穏に過ごされてている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・井上　哲也様～終日隔離中。対面時は穏やか。妄想言動あるも不穏興奮無し。自室で臥床し過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜入院患者情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和7年4月29日　12：55
  氏　　名：船場　紀世子（ふなば　きせこ）様
　生年月日：昭和12年9月26日（87歳）
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　去年頃より認知機能の低下が見られるようになり、時間問わず「起こして」
 「助けて」と大声で訴え、説明が入らずすぐ同行為を行ってしまう状況。起
　床できる時間になり離床すると車椅子自操し徘徊、他室侵入しトイレを使用
　するも流さずに出て行く迷惑行為あり。去年骨折した際には状況把握できず
　安静保持できずに行動してしまう事があり、骨が変に固定されてしまう事が
　あった。去年よりかかりつけ医のシルバークリニックに認知機能低下につい
　ては相談しており、去年にはさくら病院へ受診相談をしていた。シルバーク
　リニックからさくら病院宛ての紹介状には認知機能に関する相談は記載なく
　疼痛のみの記載だった。入院も視野に入れており急ぎのタイミングであった
　事から受診相談、紹介状作成となっていたが、住み替えのタイミングと重な
　った事や家族も忙しかった事から受診には至らずに経過。以前に夫が当院入
　院し南山苑にもお世話になった経緯があり家族の強い希望で今回当院への相
　談に至る。家族は施設よりこれ以上の対応困難と説明を受けており、症状改
　善と環境調整目的にて入院希望あり。本日診察の結果、東病棟Cユニットへ
　医療保護入院となる。
